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ラ
グ
ビ
ー
部
監
督

伊
東
　
芭
一吾

ラ
グ
ビ
ー
後
援
会
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ

り
物
心
両
面
に
わ
た
り
温
か

い
ご
支
援
を
賜

り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
淡
路
直
明
部
長
、
佐
藤

一
志

顧
間
、
阿
部
歩
輝
顧
間
の
新
た
な
体
制
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｏ
Ｂ
会
よ
り
、
競
技
委
員
長

と
し
て
ド
間
貴
廣
氏
、
高
丼

一
之
氏
、
矢
村
純

平
氏
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
ラ
グ
ビ
ー
の

現
場
に
一戻
り
二
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、　
一
つ
の

プ
レ
ー
に
全
力
で
取
り
組
む
姿
勢
や
苦
し
い
こ

と
辛

い
こ
と
、
痛

い
こ
と
に
負
け
な
い
秋
Ｔ
文

化
を
築
き
、
ラ
グ
ビ
ー
や
こ
れ
か
ら
の
人
生
で

活
躍
で
き
る
強

い
選
手
を
育
て
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

昨
年
度
の
全
国
大
会
で
の
敗
戦
か
ら
、
Ｆ
Ｗ

の
強
化
と
失
点
の
数
を
減
ら
す
こ
と
が
、
全
国

で
勝

つ
た
め
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
（〕
ま

ず
は
、
秋
エ
ラ
グ
ビ
ー
の
本
質
、
ス
ク
ラ
ム
と

タ

ッ
ク
ル
を
強
化
し
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年
度

を
大
き
く
四
つ
の
シ
ー
ズ

ン
で
計
画
、
実
行
、

検
証
し
、
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
ｃ

★
第

一
期

（春
）
秋
田

・
東
北
で
圧
勝

☆
第
二
期

（夏
）
全
国

へ
の
挑
戦

☆
第
二
期

（秋
）
県
予
選
を
確
実
に
突
破

☆
第
四
期

（冬
）
全
国
ベ
ス
ト
８
を
目
指
し
て

昨
年
度
の
新
人
戦
で
は
、
Ｆ
Ｗ
で
崩
さ
れ
る

状
況
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
の
全
県
総
体
。

東
北
大
会
で
は
、
Ｆ
Ｗ
で
圧
力
を
か
け
、
Ｂ
Ｋ

で
ト
ラ
イ
を
取
り
切
る
パ
タ
ー
ン
や
Ｄ
Ｆ
シ
ス

テ
ム
と
タ

ッ
ク
ル
の
強
化
で
失
点
の
数
が
減

っ

て
き
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
と
し
て
成
長
を
感
じ

る
第

一
期

（春
）
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
．

今
年
度
の
こ
れ
ま
で
の
大
会
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
Ｄ

☆
第
二
十

一
回
東
北
新
人

（
二
月
）

中
止

★
全
国
選
抜
大
会

（
二
月
）

秋
田
工
業
　
　
１０
対
３‐
　
　
修
猷
館

秋
田
工
業
　
　
１９
対
３‐
　
　
松
山
聖
陵

★
令
和
三
年
度
中
央
支
部
総
体

（五
月
）

秋
田
工
業
　
　
２４
対
１７
　
　
秋
田
中
央

★
第
六
十
七
回
秋
田
県
高
体
連
総
合
体
育
大
会

（六
月
）

秋
田
工
業
　
　
４８
対
０
　
　
秋
田
中
央

☆
第
七
卜
三
回
東
北
体
育
大
会

（六
月
）

秋
田
工
業
　
　
２５
対
１２
　
　
黒
沢
尻
北

★
菅
平
合
宿

１
日
日
秋
工
Ａ
　
　
ｒＤ
対
１４
　
　
石
見
智
翠
館

１
日
日
秋
工
Ａ
　
　
Ｏ
対
２４
　
　
佐
賀
工

２
日
日
秋
上
Ａ
　
　
ｌ４
対
７
　
　
一現
　
紫

２
日
目
秋
工
Ａ
　
　
７
対
２６
　
　
春
日
丘

３
日
日
秋
上
Ａ
　
　
３‐
対
５
　
　
常
翔
学
園

４
目
目
秋
工
Ａ
　
　
Ｏ
対
３６
　
　
天
理

こ
の
第
二
期
で
は
、
校
内
合
宿

・
菅
平
合
宿

を
経
験
し
て
、
全
国
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
Ｆ
Ｗ

で
通
用
す
る
部
分
や
Ｄ
Ｆ
シ
ス
テ
ム
や
タ
ッ
ク

ル
の
課
題
が
発
見
で
き
た
夏
だ

っ
た
と
思
い
ま

す
。
菅
平
の
常
翔
学
園
戦
で
は
、
前
に
出
る
ド

ミ
ネ
ー
ト
タ
ッ
ク
ル
と
Ｆ
Ｗ
の
モ
ー
ル
と
ス
ク

ラ
ム
で
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
一
人

一
人
の
力
は
間
違
い
な
く
成
長
し
て
い
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

以
前

に
本
校

の
佐
藤
隆
史
校
長
先
生
が
、

「ど
ん
な
練
習
を
す
る
か
で
は
な
く
、
ど
ん
な

気
持
ち
で
練
習
す
る
か
が
大
切
で
あ
る
。
」
と

お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
春

・
夏
で
成

長
を
感
じ
ら
れ
た
の
は
、
選
手

一
人

一
人
が
ど

ん
な
辛
い
場
面
で
も
試
合
に
勝
つ
た
め

。
自
分

の
成
長
の
た
め

・
仲
間
や
応
援
し
て
く
れ
て
い

る
た
く
さ
ん
の
方
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が

あ

っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
練

習
や
試
合
で
結
果
が
出
ず
に
不
安
に
思
う
と
き

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
選
手
た
ち
を
信
じ
、

学
校

・
後
援
会

・
Ｏ
Ｂ
会

・
保
護
者
が
、　
一
枚

岩
と
な

っ
て
応
援
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
さ
ら

に
選
手
た
ち
が
活
躍
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。

今
年
度
の
三
年
生
は
、
ラ
グ
ビ
ー
理
解
力
が

高
く
、
素
晴
ら
し
い
選
手
ば
か
り
で
す
。
主
将

の
鈴
木
颯
太
を
中
心
に
自
分
に
厳
し
く
チ
ー
ム

の
た
め
に
体
を
張
る
選
手
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
間
違
い
な
く
、
皆
様
に
感
動
を
与
え
る
こ

と
の
で
き
る
チ
ー
ム
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

日
本

一
を
目
指
し
、
全
国
ベ
ス
ト
８
の
目
標
を

達
成
し
ま
す
。

後
援
会
の
皆
様
は
勿
論
の
こ
と
、
ラ
グ
ビ
ー

フ
ア
ン
の
皆
様
、
ま
た
、
秋
田
県
民
の
皆
さ
ん

に
、
元
気
や
勇
気
、
感
動
を
与
え
る
こ
と
の
で

き
る
試
合
を
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
物
心
両
面

に
わ
た
り
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

時

場

式〈
不

日

会

開
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６
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５
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